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加　藤　　　翔
しょう

ちゃん    8月03日   　健・亜希     畑　　町

原　田　孔
こ う め い

　明ちゃん    8月17日   　誠・正子     東磯ノ目

石　井　景
け い な

　凪ちゃん    8月23日   　剛・琴絵     富　　田

                      　前月比　　昨年比

人　口 12,455（－25）（－234）
 （男）   5,900（－13）（－106）
 （女）   6,555（－12）（－128） 
世　帯   4,116（＋03）（＋ 15）

▼
「
あ
れ
も
載
せ
な
き
ゃ
、
こ
れ

も
載
せ
な
き
ゃ
」
と
今
月
号
を

作
っ
て
い
る
う
ち
に
、
あ
っ
と
い

う
間
に
20
㌻
が
埋
ま
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
実
は
広
報
ご
じ
ょ
う

め
、
月
18
㌻
を
目
標
に
作
成
し
て

い
る
ん
で
す
が
、
文
字
の
大
き
さ

や
ら
、
情
報
の
量
を
考
え
て
作
っ

て
い
く
と
ど
う
し
て
も
18
㌻
を
超

え
て
し
ま
い
ま
す
。
▼
毎
月
続
け

て
き
た
若
者
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
「
ネ
ク
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
も
今
回
は
一
時
お
休

み
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
み
な
さ

ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
▼
ま
だ
ま

だ
町
に
は
頑
張
っ
て
い
る
若
者
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
よ
り
見

や
す
く
丁
寧
な
紙
面
作
り
を
目
指

し
て
広
報
づ
く
り
に
励
み
ま
す
の

で
、
ご
意
見
ご
感
想
が
あ
り
ま
し

た
ら
役
場
総
務
課
広
報
担
当
（
1

８
５
２
・
５
３
４
２
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

男女共同参画社会の実現を目指し
「知事と語ろうハーモニーフォーラム」
が開催されました
　男女共同参画社会を実現させるためにはど
うすればよいかを寺田知事と直接話し合い、
その方向性を探る「知事と語ろうハーモニー
フォーラム」が９月20日、五城館で開催さ
れ約70人が集まりました。
　フォーラムでは寺田知事との公開討論会が
行われ、町からは４人の方が討論者として参
加し、「男女共同参画の職場づくりはまず官
庁が率先して行うべきではないか」や「男女
共同参画社会基本法など法律は整備されてき
たが、実社会での実感はうすいのでは」「子
育て後や介護後に再就職できる環境を整える
べきではないか」「幼い頃からの教育が必要
ではないか」などの意見や感想を述べました。
　これらの意見などに対し寺田知事は「市町
村の男女共同参画推進条例設置などシステム

づく りをさらに進めるが、みな
さんの意識改革も必要であ
る。社会を変えようという
意識をもって意見をはっき
り主張して欲しい」と話し
ていました。

男
性
も
女
性
も
意
識
改
革
を
し
よ
う
！ 
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収
入
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
一
般
会
計

の
収
入
は
前
年
度
に
比
べ
て
三
億
二
百
七

十
一
万
円
減
り
、
総
額
で
五
十
六
億
七
千

六
百
八
十
六
万
円
で
す
。

　

収
入
は
町
独
自
で
調
達
で
き
る
「
自
主

財
源
」
と
そ
の
他
に
頼
る
「
依
存
財
源
」

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
町
民
税
や
固
定
資
産
税
は
自
主
財
源

で
、
町
の
収
入
の
十
七
・
四
㌫
で
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
地
方
交
付
税
や
補
助
金

な
ど
国
や
県
か
ら
の
お
金
を
、
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
依
存

財
源
」
で
す
。
依
存
財
源
は
町
の
収
入
の

七
十
五
・
八
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　

一
般
会
計
の
支
出
総
額
は
五
十
五
億
二

千
百
六
十
八
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

二
億
五
千
五
十
七
万
円
減
り
ま
し
た
。

　

十
四
年
度
は
、
地
方
交
付
税
の
減
収
な

ど
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
費
用
対
効
果

を
念
頭
に
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
展
開
し
ま

し
た
（
十
四
年
度
に
行
わ
れ
た
主
な
事
業

に
つ
い
て
は
３
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

一般会計おかげさまで約1億5千5百万円の黒字
支 
出　

 　

　
　
　

 

費
用
対
効
果
を
念
頭
に

　
　
　

事
業
を
展
開

収 

入　

自
主
財
源
は
17.4
㌫

議会費 
1億1,268万円 2.0％ 

諸支出金 
527万円 0.1％ 

労働費 
3,188万円 0.6％ 

農林水産業費 
5億1,312万円 9.3％ 

商工費 
2億3,453万円 4.2％ 

諸収入 
1億2,619万円 2.2％ 

その他 
1億3,068万円 2.3％ 

繰入金 
5,532万円 1.0％ 

繰越金 
2億0,732万円 3.6％ 

衛生費 
3億9,717万円 
7.2％ 土木費 

6億5,615万円 
11.9％ 

消防費 
2億7,343万円 
5.0％ 

教育費 
5億6,971万円 
10.3％ 

災害復旧費 
1億5,383万円 
2.8％ 

町税 
8億6,709万円 
15.3％ 

財産収入 
383万円 
0.1％ 

分担金・負担金 
3,437万円 
0.6％ 
使用料・手数料 
8,133万円 
1.4％ 
地方譲与税 
7,464万円 
1.3％ 

地方交付税 
28億4,093万円 

50.0％ 

依存財源 
43億0,141万円 

75.8％ 

自主財源 
9億8,662万円 
17.4％ 

その他 
3億8,883万円 

6.8％ 
自主財源 
9億8,662万円 
17.4％ 

その他 
3億8,883万円 

6.8％ 

国庫支出金 
3億7,501万円 
6.6％ 

県支出金 
2億1,306万円 
3.8％ 

町債 
6億4,110万円 
11.3％ 

町の支出  55億2,168万円 町の収入  56億7,686万円 

地方特例交付金 
2,599万円 
0.5％ 

総務費 
7億4,731万円 
13.5％ 民生費 

9億1,799万円 
16.6％ 

公債費 
9億0,861万円 

16.5％ 

平成14年度決算報告
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◆企画振興課
・定住促進事業…………1,331万円
　 過疎化の抑制に努めました
・ 水力発電施設周辺地域交付金事業
　　　　　　………………657万円
　 中村および坊井地に消防団消舎を
整備しました

◆総　務　課
・電算業務費……………5,559万円
　 財務会計システムを更新するな
ど、事務の効率化を図りました

◆建　設　課
・地方道路整備臨時交付金事業
　　　　　………… 2億3,409万円
　 西野海老沢線および下山内小倉線
の整備を進めました
・戸村堰緑道整備事業…3,026万円
　 戸村堰沿いに緑道公園の整備を進
めました

◆農　林　課
・担い手育成基盤整備事業
　　　　…………………3,779万円
　 山内、蓬内台、寺庭地区のほ場整
備を進めました
・ふるさと農道緊急整備事業
　　　　…………… 1億6,933万円
　 山内、野田地区の農道を整備しま
した
・広域林道開設事業……5,637万円
　 五秋蛇喰線および森山猿田沢線の
整備を進めました

◆商工観光課
・きゃどっこまつり………700万円
　 和太鼓響演会、きゃどっこ音頭、
パレードなどを行いました

◆町民生活課
・ 合併処理浄化槽設置整備事業
　　　　　…………………856万円
　 公共下水道、農業集落排水の計画
区域外で、生活雑排水を処理をす
るために整備を進めました

◆消防本部
・ 消防団消舎整備事業…6,001万円
　 富田および浦横町に消防団消舎を
整備しました

◆福祉保健課・学校教育課
・幼稚園・保育園建設事業
　　　　…………………1,219万円
　 幼稚園・保育園一体型施設の整備
に着手しました

特別会計・企業会計の決算状況 14
年
度
の
主
な
事
業
（
抜
粋
）

介護保険特別会計
歳入　9億0,879万2,521円
歳出　8億8,923万0,814円
在宅介護や施設介護サービスなどに使いました

森山荘特別会計
歳入　1億2,465万6,976円
歳出　1億1,799万3,229円

養護老人ホーム森山荘の管理運営のために使いました

観光施設管理運営特別会計
歳入　1億6,895万8,711円
歳出　1億6,885万6あ,939円
五城館など観光施設の管理運営のために使いました

国民健康保険特別会計
歳入　10億6,205万2,622円
歳出　  8億9,844万6,451円

国保加入者の医療費を給付するために使いました

老人保健（医療）事業特別会計
歳入　17億3,538万4,260円
歳出　17億3,536万6,188円

70歳以上の方の医療費をまかなうために使いました

農業集落排水事業特別会計
歳入　1億3,435万3,111円
歳出　1億3,314万7,766円
都市計画区域以外の下水道の管理に使いました

下水道事業特別会計
歳入　5億6,911万5,270円
歳出　5億6,495万9,432円
公共下水道の整備や汚水処理に使いました

簡易水道事業特別会計
歳入　3億7,610万7,041円
歳出　3億7,018万9,557円

馬場目地区や野田地区の水道整備などに使いました

水道事業会計
（収益的支出）1億8,427万2,201円
（資本的支出）  　3,203万3,095円
安心して使える水を供給するために使いました

老人訪問看護事業特別会計
歳入　1億3,433万2,458円
歳出　1億2,990万5,712円

　　家庭にいるお年寄りや障害のある方を訪問し
　　看護するために使いました

平成14年度の決算の内容をお知らせします。町が行っているいろいろな仕事は、

私たちが納めている税金や国・県からの補助金などでまかなわれています。

決算は、このお金が私たちの暮らしや、まちづくりの中でどのように入ってきて、

そしてどう活かされたかをまとめたものです。

平成14年度の町の決算のあらましを見てみましょう。

平成14年度の決算の内容をお知らせします。町が行っているいろいろな仕事は、

私たちが納めている税金や国・県からの補助金などでまかなわれています。

決算は、このお金が私たちの暮らしや、まちづくりの中でどのように入ってきて、

そしてどう活かされたかをまとめたものです。

平成14年度の町の決算のあらましを見てみましょう。
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９月議会定例会９月議会定例会

　平成15年第３回町議会定例会が、９月８日から22日ま
での日程で開催されました。
　初日の８日は佐藤町長からの行政報告があり、今年６月
からの町のあゆみが報告されました。９日は、一般質問が
行われた後、議案が上程され、11日からは決算特別委員
会が、18日からは各常任委員会が開かれ、議案などにつ
いて審議しました。
　本会議は22日に再開され、「五城目町保育料徴収条例
の一部を改正する条例制定について」や「工事請負契約の
締結について」「平成15年度一般会計補正予算」「平成
14年度一般会計歳入歳出決算認定について」など議案28
件が可決・認定・同意されました。
　今月号では、定例議会初日に行われた、町長の行政報告
を抜粋して紹介します。

　平成15年第３回町議会定例会が、９月８日から22日ま
での日程で開催されました。
　初日の８日は佐藤町長からの行政報告があり、今年６月
からの町のあゆみが報告されました。９日は、一般質問が
行われた後、議案が上程され、11日からは決算特別委員
会が、18日からは各常任委員会が開かれ、議案などにつ
いて審議しました。
　本会議は22日に再開され、「五城目町保育料徴収条例
の一部を改正する条例制定について」や「工事請負契約の
締結について」「平成15年度一般会計補正予算」「平成
14年度一般会計歳入歳出決算認定について」など議案28
件が可決・認定・同意されました。
　今月号では、定例議会初日に行われた、町長の行政報告
を抜粋して紹介します。

　

湖
東
三
町
の
枠
組
み
の
是
非
な
ど
に
つ
い

て
、
市
町
村
合
併
に
対
す
る
意
識
や
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
関
す
る
意
向
・
要
望
を
把
握

し
、
今
後
の
行
政
運
営
に
活
用
す
る
基
礎
資
料

を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
十
六
歳
以
上
の
町
民

五
千
五
百
人
を
対
象
と
し
て
、
市
町
村
合
併
に

関
す
る
町
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
で
す
が
、
回
収
率
は
四
十
四
・
〇

㌫
で
、
合
併
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
「
合
併

す
る
必
要
が
あ
る
」
が
六
十
二
・
三
㌫
で
、
昨

年
実
施
し
た
個
人
調
査
結
果
と
比
較
す
る
と
約

十
八
ポ
イ
ン
ト
増
加
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
五
城
目
町
・
八
郎
潟
町
・
井
川
町
の
湖
東

三
町
で
合
併
懇
談
会
を
設
置
し
た
取
り
組
み
に

対
し
て
は
「
関
心
が
あ
る
」
が
約
八
十
一
㌫

で
、
「
合
併
す
る
・
し
な
い
は
別
と
し
て
も
話

し
合
い
は
進
め
る
べ
き
」
が
約
八
十
四
㌫
と
、

そ
れ
ぞ
れ
八
十
㌫
を
超
え
る
高
い
割
合
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
意
識
調
査
同
様
の
趣
旨
の
も
と

に
六
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、
町
内
を

七
地
区
に
分
け
て
、
地
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
が
、
各
地
区
と
も
、
三
町
で
の
合
併
協
議

に
つ
い
て
は
、
肯
定
的
な
ご
意
見
が
多
か
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
や
地
区
懇
談
会
か
ら
、
湖
東
三

町
で
の
枠
組
み
に
よ
る
合
併
を
進
め
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
町
民
の
皆
様
の
理
解
は

得
ら
れ
た
と
考
え
、
八
月
六
日
に
は
「
五
城
目

町
・
八
郎
潟
町
・
井
川
町
任
意
合
併
協
議
会
」

を
設
立
し
、
合
併
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
任
意
合
併
協
議
会
で
は
、
新
町
将
来

構
想
の
協
議
や
三
町
の
事
務
事
業
、
例
規
の
一

元
化
の
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
三
町
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
、
合
併

に
つ
い
て
の
論
議
を
深
め
な
が
ら
、
皆
様
の
ご

理
解
を
得
て
、
十
月
末
に
法
定
合
併
協
議
会
を

設
立
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
度
の
一
般
税
の
収
納
状
況
は
、

現
年
度
分
が
八
億
五
千
百
二
十
一
万
三
千
四
百

三
十
四
円
、
滞
納
繰
越
分
が
千
五
百
八
十
八
万

千
三
十
三
円
、
計
八
億
六
千
七
百
九
万
四
千
四

百
六
十
七
円
で
、
前
年
度
の
収
入
額
を
五
百
五

十
五
万
三
千
六
十
七
円
上
回
る
状
況
で
す
。

　

長
引
く
経
済
低
迷
の
影
響
に
よ
り
、
税
を
取

り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
納
税
者
の
納
税
意
識
の
高
揚
と
納
税
貯

蓄
組
合
の
充
実
、
口
座
振
替
納
付
の
推
進
、
き

め
こ
ま
や
か
な
納
税
相
談
を
実
施
し
、
な
お
一

層
税
収
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
観
光
施
設
の
管

理
運
営
体
制
に
つ
い
て
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
委
員
の
皆
さ
ん
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
、

こ
の
ほ
ど
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

赤
倉
山
荘
に
つ
い
て
は
、
「
温
泉
を
活
用
し

た
福
祉
施
設
へ
の
転
用
が
考
え
ら
れ
る
が
、
屋

根
の
ふ
き
替
え
、
機
械
等
設
備
の
老
朽
化
や
、

任
意
合
併
協
議
会
を

設
立
し
ま
し
た

総　

務　

課

な
お
一
層
の

税
収
確
保
に
努
め
ま
す

税　

務　

課

観
光
施
設
の
管
理
運
営
体
制

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す

商
工
観
光
課

源
泉
の
水
量
減
少
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題
が
あ

る
ほ
か
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
等
で
大
き
な
財

政
負
担
と
な
る
。
民
間
へ
の
譲
渡
が
最
善
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
出
来
な
い
場
合
は
近
い

将
来
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
」

　

恋
地
山
荘
に
つ
い
て
は
、「
建
物
や
設
備
の
老

朽
化
に
加
え
、
利
用
者
も
大
幅
に
落
ち
込
ん
で

い
る
ほ
か
、
山
荘
の
隣
り
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
集
会
所
を
確
保
出
来
る
こ

と
か
ら
、
地
域
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
は
少

な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
、
ま
た
、
経
営
面
で
の

改
善
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
出
来

る
だ
け
早
い
時
期
に
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
」

　

恋
地
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、「
森
吉
、
阿
仁

ス
キ
ー
場
等
へ
の
交
通
の
利
便
性
が
図
ら
れ
た

こ
と
や
、
児
童
生
徒
の
減
少
に
よ
り
、
今
後
の

利
用
者
の
増
加
は
見
込
め
な
い
こ
と
、
ま
た
、

リ
フ
ト
の
老
朽
化
、
圧
雪
車
の
維
持
費
等
財
政

負
担
を
考
え
る
と
経
営
面
で
の
改
善
は
困
難
で

あ
る
と
判
断
し
、
早
急
に
廃
止
す
べ
き
で
あ

る
」

　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
磯
ノ
目
に
つ
い
て
は
、「
立
地

条
件
が
良
い
こ
と
か
ら
、
公
益
の
面
で
有
効
活

用
さ
れ
て
い
る
が
、
営
業
の
中
心
で
あ
る
食
堂

部
門
や
物
販
部
門
で
苦
戦
し
、
財
政
負
担
が
非

常
に
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
建
物
に
つ

い
て
は
当
分
の
間
、
改
修
の
必
要
が
無
い
こ
と

か
ら
、
公
益
性
を
重
視
し
た
文
化
施
設
等
へ
の

転
用
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
民
間
へ
の
貸

与
や
売
却
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」

　

森
林
資
料
館
（
五
城
目
城
）
に
つ
い
て
は
、

「
森
山
と
と
も
に
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
中
心

的
な
施
設
で
あ
る
が
、
入
館
料
以
外
の
収
入
が

見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
民
間
委
託
に
は
な
じ

ま
な
い
も
の
と
判
断
す
る
。
展
示
室
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
で
あ
る
」

　

設
置
後
十
年
を
経
過
し
な
い
五
城
館
、
盆
城

庵
、
悠
紀
の
国
五
城
目
に
つ
い
て
は
、
「
多
面

的
な
行
政
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続

き
公
共
性
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
営
業
面
で
の

自
主
性
と
創
意
工
夫
に
よ
る
管
理
運
営
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
三
町
合
併
協
議
が
進
展

す
れ
ば
、
新
た
な
視
点
か
ら
の
意
見
も
出
て
来

る
可
能
性
が
あ
り
、
合
併
後
に
お
け
る
施
設
の

有
効
な
利
活
用
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
も
必
要

で
あ
る
」
が
答
申
の
主
な
内
容
で
す
。

　

こ
の
答
申
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
総
合
的
に
検

討
し
、
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

六
月
下
旬
か
ら
の
梅
雨
前
線
や
寒
気
の
影
響

で
、
気
温
が
低
く
日
照
時
間
の
少
な
い
状
態
が

続
き
、
障
害
不
稔
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

八
月
二
十
六
日
、
Ｊ
Ａ
・
共
済
・
町
指
導
セ
ン

タ
ー
職
員
と
合
同
で
水
稲
不
稔
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
平
坦
・
山
間
地
と
も
不
稔
が
平
年
よ
り

い
く
ら
か
多
く
、
生
育
の
遅
れ
と
穂
先
が
白
く

退
化
す
る
「
白
ふ
」
が
一
部
に
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
今
後
天
候
が
回
復
す
れ
ば
、
一
粒
当
り
の

籾
の
比
重
が
増
加
す
る
な
ど
、
収
量
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は

穂
い
も
ち
や
斑
点
米
の
原
因
と
な
る
「
カ
メ
ム

シ
」
の
防
除
を
、
Ｊ
Ａ
、
共
済
と
連
携
し
て
呼

び
か
け
、
適
期
の
刈
り
取
り
を
周
知
し
て
い
き

ま
す
。

　

転
作
の
実
施
状
況
は
、
目
標
面
積
五
百
九
十

七
㌶
に
対
し
て
、
加
工
用
米
カ
ウ
ン
ト
を
含
め

六
百
㌶
の
実
施
見
込
み
で
、
そ
の
達
成
率
は

百
・
四
㌫
と
な
り
ま
す
。
転
作
率
三
十
四
・
一

㌫
と
、
農
家
の
皆
様
に
は
非
常
に
厳
し
い
配
分

面
積
で
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
ぐ
る
み
の
水
田

農
業
経
営
確
立
対
策
と
、
と
も
補
償
制
度
や
転

作
の
団
地
化
の
推
進
に
ご
理
解
を
頂
き
、
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

工
事
に
つ
い
て
は
、
大
畑
線
林
道
施
設
災
害

復
旧
工
事
が
六
月
二
十
日
、
完
了
し
、
林
道
機

能
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
関
係
事
業
の
発

注
状
況
は
、
県
営
林
道
開
設
事
業
の
五
秋
蛇
喰

線
が
六
月
十
七
日
に
、
森
山
猿
田
沢
線
が
七
月

一
日
に
そ
れ
ぞ
れ
発
注
さ
れ
、
工
期
内
完
成
を

目
指
し
現
在
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生

活
環
境
保
全
林
整
備
事
業
・
兎
品
沢
地
区
に
つ

今
後
も
病
害
虫
の
防
除
を

呼
び
か
け
ま
す

農　

林　

課

可決された主な議案

工事請負契約の締結について
（下山内小倉線道路改良工事
　・橋りょう上部）
　下山内小倉線道路改良工事を
8,232万円で株式会社 富士ピー・
エス秋田営業所と契約しました。

保育料徴収条例の一部を改正
する条例制定について
　出生率の向上を図るために、第
１子０歳児の保育料を免除するこ
ととしました。

平成15年度一般会計補正予算
　4,395万1,000円の追加補正。
補正後の予算総額は56億281万
7,000円。

主な補正内容

●   江戸開府400年記念事業負担金
………………100万円

（姉妹都市千代田区が後援する江
戸開府400年記念事業への協賛
金）
● 八郎湖周辺６市町村廃棄物対策
協議会負担金 ……………50万円
（  八郎湖周辺６市町村による一般
廃棄物処理施設の早期建設を目指
し、準備室を設置するための負
担金）
● 第１子０歳児子育て支援費

…………………64万円
（保育園での保育を受けず、在宅
で第１子０歳児を育てる方に２
万円を支給するための費用）

一般会計補正予算案など
議案28件が可決・認定・同意
一般会計補正予算案など
議案28件が可決・認定・同意
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　職員の給与は、人事院や県人事委員会の給与勧告、他
の地方公共団体とのバランスを考え、町議会の審議を経
て、条例で定めます。
　当町職員給与は、給与水準の比較方法である「ラスパ
イレス指数」でみると、この数年間徐々に向上はしてい
るものの、依然低い状況です。

１．ラスパイレス指数
（国家公務員の俸給を100としています）

　五城目町のラスパイレス指数の推移

※ 平成14年度一般職員退職者の平均支給額は、20,890千円となっています。

町職員の給与の現状
町職員の給与の実態をみなさんに知っていただくため、その現状を紹介します。（役場総務課）

平成14年度 
86.5

平成13年度 
86.1

平成12年度 
85.2

平成11年度 
85.4

平成10年度 
84.0

年　度 
ラスパイレス指数 

３．職員給与費の状況
　 平成15年度当初予算における職員給与費は次のとおり。

（注） この予算には四役とALTを含み、老人ホーム・水道・下水道・農業集落排
水事業の職員及び臨時職員は含みません。又、退職手当を含みません。

1人あたり給与額 
（Ｂ／Ａ） 
6,146

計　Ｂ 
1,063,337

その他手当 
81,523

寒冷地手当 
22,452

期末勤勉手当 
287,489

給　料 
671,873

職員数 Ａ 
（15.4.1） 
173人 

給　　　与　　　費 

４．平均給料月額及び平均年齢
　 平成15年度当初予算における職員給与費は次のとおり。

平成15年4月1日 
平均給料月額 
3,144百円 
2,832百円 

平均年齢 
43歳 
54歳 

区　分 

一般行政職 
技能労務職 

平均給料月額 
3,153百円 
2,877百円 

平均年齢 
44歳 
55歳 

平成14年4月1日 

５．初任給等の状況　　　（平成15年4月1日現
在） 技能労務職 
区　　　分 

初　任　給 
採用後2年経過時 

高校卒 
1,367百円 
1,462百円 

一　般　行　政　職 
高校卒（初級） 
1,395百円 
1,492百円 

短大卒（中級） 
1,492百円 
1,610百円 

大学卒（上級） 
1,715百円 
1,856百円 

（注） 経験年数は､採用前に民間企業等に勤務した経験がある場合､その期間を
換算し採用後の勤務期間に加算した年数です。

６．経験年数別･学歴別平均給料月額の状況
（平成15年4月1日現在）

　 経験年数が約15年・20年・25年の職員について、平
均給料月額は次のとおり。

高　校　卒 
2,387百円 
2,807百円 
3,247百円 

短　大　卒 
2,516百円 
2,969百円 
3,325百円 

大　学　卒 
2,889百円 
3,321百円 
3,573百円 

区　　分 

経験年数約15年 
経験年数約20年 
経験年数約25年 

一　　般　　行　　政　　職 

２．人件費の状況
　 平成14年度決算における歳出額に占める人件費の割合
は次のとおり。

（平成14年度決算状況調査より）

構 成 比 率 
（Ｂ／Ａ） 
18.0％ 

人件費（職員給） 
Ｂ 

1,014,535千円 

歳　出　額 
Ａ 

5,629,154千円 

住 民基本台帳  
人口（15.3.31） 
12,517人 

７．一般行政職の級別職員数の状況
（平成15年4月1日現在）

計 

87人 
100.0%

１級 

主 事  

5人 
5.7％ 

２級 

主 事  

11人 
12.7％ 

３級 

主 任  

10人 
11.5％ 

４級 

係 長  

20人 
23.0％ 

５級 

主 査  
係 長  

19人 
21.8％ 

６級 

課長補佐 

8人 
9.2％ 

７級 
課 長
室 長  
主席補佐 
13人 
14.9％ 

８級 

課 長  

１人 
1.2％ 

区　分 

標準的な
職務内容 

平成15年度職員
数 及 び 構 成 比  

８．職員手当の状況
1期末勤勉手当　支給割合は国と同じで、次のとおり。

2退　職　手　当　 退職手当は､退職時の給料月額に退職事
由･勤続年数による支給割合を乗じた額
となります。

3特殊勤務手当　 特殊勤務手当の種類･支給額等は次のと
おり。 　　　　　（平成15年4月1日）

4時間外勤務手当（水道･選挙関係除く）

計 
3.25月 
1.40月 

12月期 
1.70月 
0.70月 

6月期 
1.55月 
0.70月 

区　分 
期末手当 
勤勉手当 

勤続30年 
41.25月分 
54.45月分 

勤続25年 
33.75月分 
44.55月分 

勤続20年 
21.0月分 
28.875月

最高限度額 
60.0月分 
62.7月分 

区　分 
自己都合 
勧奨・定年 

1人あたり支給額 
（日額又は1勤務） 
400円（専従職日額） 
200円（その他日額） 
200円 （日額） 
325円（夜間時間額） 
200円（救急１勤務） 

全 職 員 に  
占める割合 

3.2％ 

1.1％ 

13.0％ 

支給職員数 

6人 

2人 

24人 

区　　　分 

社会福祉介護業務従事者 

清掃･し尿処理業務従事者 

消 防 業 務 従 事 者  

22,786,259円 
147,008円 

支 　給 　総 　額 
1人あたり支給年額  

平成14年度 

5扶養・住居・通勤手当
14,000円 
 6,000円 
 6,500円 
11,000円 
 5,000円 
27,000円 
 2,500円 
 1,000円 
45,000円 
20,900円 

配偶者の分 
配偶者以外の2人目までの分 
ただし、配偶者が扶養でない場合、1人目につき 
　　　　配偶者がない場合、1人目につき 
その他の分 
借家の場合の支給限度額 
持家の場合の支給額（新築から5年まで） 
持家の場合の支給額（新築から5年経過後） 
交通機関利用の場合の支給限度額 
交通用具（自動車等）利用の場合の支給限度額 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

９．特別職の給料等の状況
　町長・議員等の特別職の給料・報酬は次のとおり。

期 末 手 当 
6月期 
12月期 

 
計 

1.55月分 
1.70月分 

  
3.25月分 

報酬月額 
295,000円 
258,000円 
247,000円 

給料月額 
870,000円 
650,000円 
608,000円 
537,000円 

区分 
町 長  
助 役  
収入役 
教育長 

区分 
議 長  
副議長 
議 員  

10．職員数の状況
　町の各部門の職員数は、次のとおり。

平成15年度 
0 
0 
0 
△3 
0 
0 
0 
0 
△3 
0 
0 
△2 
△5 
0 
0 
0 
0 
△5

平成14年度 
0 
△3 
0 
△1 
0 
1 
1 
0 
△2 
0 
0 
0 
△2 
0 
△1 
1 
0 
△2

平成15年度 
2 
38 
9 
27 
10 
14 
7 
11 
118 
21 
27 
48 
166 
8 
2 
9 
19 
185

平成14年度 
2 
38 
9 
30 
10 
14 
7 
11 
121 
21 
29 
50 
171 
8 
2 
9 
19 
190

平成13年度 
2 
41 
9 
31 
10 
13 
6 
11 
123 
21 
29 
50 
173 
8 
3 
8 
19 
192

区　　分 
部　　門 
議　　会 
総務企画 
税　　務 
民　　生 
衛　　生 
農　　林 
商　　工 
土　　木 
小　　計 
教　　育 
消　　防 
小　　計 

普通会計　計 
水　　道 
下 水 道 
そ の 他 
小　　計 
合　　計 

対前年増減数 職　　員　　数 

一
般
行
政
部
門 

特
別
行 

企
業
会
計 

（注） 職員数は、休職者･派遣職員を含み､臨時的任用職員･非常勤職員を除きます。

い
て
は
、
八
月
二
十
八
日
、
管
理
車
道
千
四
百

五
十 b
を
発
注
し
、
本
年
度
中
に
森
林
資
料
館

と
森
山
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
入
口
を
結
ぶ
予

定
で
す
。　

　

集
中
豪
雨
の
被
害
に
つ
い
て
で
す
が
、
八
月

二
十
三
日
の
集
中
豪
雨
と
二
十
五
日
の
琴
丘
周

辺
と
内
川
方
面
の
局
地
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
林

道
猿
田
沢
線
の
法
面
、
路
肩
な
ど
に
被
害
を
受

け
た
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
農
道
小
倉
線
に
地
す
べ

り
が
発
生
し
、
八
月
二
十
七
日
か
ら
全
面
通
行

止
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
八
月
三
十
日
午
後
三

時
に
は
、
法
面
幅
百 b

、
高
さ
三
十 b

が
崩
落

し
、
現
在
復
旧
に
向
け
て
県
関
係
と
の
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

八
幡
平
養
豚
生
産
農
場
（
五
城
目
農
場
）
の

進
出
に
つ
い
て
は
、
七
月
二
十
六
日
、
建
設
予

定
候
補
地
の
地
権
者
各
位
の
内
諾
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
蓬
内
台
町
内
会
で
も
臨
時
総

会
が
開
催
さ
れ
、
進
出
計
画
の
同
意
が
決
議
さ

れ
、
町
と
議
会
に
建
設
が
速
や
か
に
促
進
さ
れ

る
よ
う
事
業
展
開
に
あ
た
っ
て
の
協
力
、
支
援

を
お
願
い
し
た
い
旨
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
八
月
二
十
六
日
、
同
農
場
よ
り
、
現

段
階
に
お
い
て
は
諸
般
の
事
情
か
ら
養
豚
農
場

建
設
を
断
念
し
た
い
旨
の
文
章
が
町
宛
に
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
地
元

町
内
会
は
、
な
お
、
そ
の
進
出
を
期
待
し
て
お

り
、
そ
の
意
向
を
ふ
ま
え
、
今
後
そ
の
対
応
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

工
事
の
発
注
状
況
で
す
が
、
六
月
十
日
に
羽

黒
前
地
区
公
共
下
水
道
管
路
施
設
工
事
二
件
、

矢
場
崎
下
台
線
道
路
改
良
工
事
、
鐙
沢
線
舗
装

新
設
工
事
、
樋
口
下
樋
口
線
舗
装
補
修
工
事
二

件
、
浦
横
町
幹
線
外
二
路
線
現
道
舗
装
工
事
、

八
月
十
二
日
に
は
金
ヶ
沢
線
側
溝
改
良
工
事
、

西
野
海
老
沢
線
防
雪
柵
設
置
工
事
、
戸
村
堰
緑

道
整
備
工
事
、
石
崎
地
区
公
共
下
水
道
管
路
施

設
工
事
、
八
月
二
十
六
日
に
は
高
崎
地
区
公
共

下
水
道
管
路
施
設
工
事
、
上
町
地
区
公
共
下
水

道
管
路
施
設
工
事
、
九
月
五
日
に
は
下
山
内
小

倉
線
道
路
改
良
工
事
（
橋
り
ょ
う
上
部
工
）
、

中
村
後
村
支
線
道
路
改
良
工
事
、
樋
口
下
樋
口

線
側
溝
改
良
工
、
高
崎
下
村
線
側
溝
改
良
工

事
、
岡
本
家
ノ
下
線
道

路
補
修
工
事
、
中
央
線
ポ
ケ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
木

レ
ン
ガ
改
良
工
事
、
矢
場
崎
団
地
屋
根
塗
装
塗

り
替
え
工
事
を
入
札
し
、
工
期
内
完
成
を
目
指

し
て
、
現
在
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

県
関
係
の
工
事
は
、
八
月
二
十
六
日
に
湯
ノ

又
、
浦
横
町
両
地
区
の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
工

事
が
入
札
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

八
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
豪
雨
に
よ
り

河
川
五
箇
所
の
災
害
が
発
生
し
、
国
に
申
請
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
国
の
査
定
を
受
け
、
被
災

規
模
、
査
定
額
が
決
定
次
第
、
早
急
に
復
旧
工

事
を
実
施
す
べ
く
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

南
秋
広
域
廃
棄
物
対
策
協
議
会
は
、
財
産
継

承
な
ど
の
諸
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
こ
と
や
、

町
村
合
併
の
具
体
化
と
と
も
に
継
続
が
困
難
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
七
月
八
日
を
も
っ
て
解
散

し
ま
し
た
。

　

男
鹿
・
南
秋
の
広
域
化
は
将
来
的
に
も
望
ま

し
い
姿
で
あ
り
こ
う
し
た
構
想
も
踏
ま
え
な
が

ら
湖
東
三
町
と
大
潟
村
は
、
当
面
の
施
設
整
備

に
向
け
て
新
た
な
検
討
が
必
要
と
な
り
、
七
月

十
七
日
、
男
鹿
市
と
若
美
町
に
新
た
な
枠
組
み

へ
の
参
加
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
一
緒
に
進
め

る
こ
と
で
確
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
一
市
四
町
一
村

は
八
月
十
一
日
「
八
郎
湖
周
辺
六
市
町
村
廃
棄

物
対
策
協
議
会
」
を
設
立
し
、
会
長
を
男
鹿
市

長
に
、
事
務
局
を
男
鹿
市
に
置
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。
湖
東
三
町
と
大
潟
村
は
、
平
成
十
九
年

三
月
ま
で
の
約
束
で
秋
田
市
に
ご
み
処
理
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
、
男
鹿
市
と
若
美

町
は
既
設
の
炉
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ

と
か
ら
炉
の
建
設
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
、
新

し
い
炉
を
早
期
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
は
六
市
町

村
共
通
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
建
設
地
の
決
定
を
最
優
先
に
進

め
、
可
能
な
限
り
早
い
時
期
に
環
境
影
響
調
査

に
着
手
す
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
、
事
業
着

手
を
早
期
に
実
現
す
る
た
め
、
十
月
を
目
標
に

準
備
室
の
立
ち
上
げ
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

県
が
実
施
す
る
「
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
事

業
」
第
一
子
０
歳
児
の
保
育
料
の
免
除
に
つ
い

て
、
当
町
と
し
て
も
実
施
し
、
第
一
子
の
生
み

や
す
い
条
件
を
整
え
、
出
生
率
の
向
上
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
保
育
園
へ
入

園
さ
れ
て
い
る
園
児
の
保
育
料
の
み
に
着
目
し

た
今
回
の
県
の
事
業
で
は
、
在
宅
で
０
歳
児
を

保
育
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
と
の
平
等
性
や
公
平

性
が
保
た
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町

単
独
事
業
と
し
て
要
綱
を
整
備
し
、
在
宅
の
０

歳
児
に
も
「
子
育
て
支
援
費
」
を
支
給
し
て
い

く
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

七
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
栃
木
県

南
河
内
町
の
小
学
生
二
十
人
と
杉
沢
小
学
校
児

童
八
人
に
よ
る
山
村
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
、
杉
沢
小
中
学
校
を
主
会
場
に
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
か
ら
の
希
望
も
あ

り
、
今
回
初
め
て
南
河
内
町
を
訪
問
し
交
流
し

て
い
ま
す
。
体
験
学
習
に
よ
る
視
野
の
拡
大
や

ス
ポ
ー
ツ
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
テ
ン
ト

内
で
の
共
同
生
活
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め

て
お
り
、
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
、
千
代
田

区
を
会
場
に
千
代
田
区
、
嬬
恋
村
及
び
五
城
目

町
の
少
年
野
球
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
、
五
城
目
小
、
内
川
小
、
大
川
小
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
よ
る
六
年
生
二
十
人
で
チ
ー
ム
を

編
成
し
、
交
流
に
望
み
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
台
風
の
影
響
で
野
球
交
流
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
交
換
会
を

通
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
度
を
も
っ
て
閉
校
と
な
っ
た
富

津
内
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
で
す

が
、
昨
年
十
二
月
の
跡
地
活
用
懇
談
会
を
皮
切

り
に
、
行
政
や
地
域
町
内
会
長
を
含
む
富
津
内

小
学
校
跡
地
活
用
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、
七

回
に
渡
り
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
協
議
の

中
心
と
な
っ
た
「
資
源
循
環
型
農
業
の
基
地
受

入
」
に
つ
い
て
、
環
境
汚
染
や
悪
臭
の
問
題
が

焦
点
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
合
意
に
至

り
、
条
件
付
で
資
源
循
環
型
農
業
の
受
入
を
承

諾
し
ま
し
た
。

 

工
期
内
完
成
を
目
指
し
て

工
事
を
進
め
ま
す

　
　
　
　
　
　

建　

設　

課

第
一
子
０
歳
児
の
育
成
を

支
援
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

福
祉
保
健
課

八
郎
湖
周
辺
六
市
町
村
廃
棄

物
対
策
協
議
会
を
設
立
し
ま

し
た　
　
　
　

町
民
生
活
課

南
河
内
町
と

山
村
交
流
を
行
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

学
校
教
育
課
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　平成12年度から、「緊急間伐５か年対策
事業」が実施されています。この事業は、
健全な森林育成を目指し、16年生から45年
生までの間伐に対して、高率の補助を行う
ものです。

今が間伐のチャンスです！
平成16年までに間伐実施を
　わが町は、杉を中心とした人工造林率が
82㌫と全国的にも有数の「林業の町」です。
　町では、間伐を行う山林所有者に「町独
自のかさ上げ助成」を行い、間伐の促進を
呼びかけています。
　この機会にぜひ間伐を実施し、健全な森
林を育てましょう。

高率の補助を受けるには…
　高率の補助を受けるためには、森林所有
者から同意書の提出が必要となります。

間伐の事業内容と補助金

※ 森林所有者は、所有山林の「間伐５か年計
画書」と「緊急間伐団地協定書締結の同意
書」を町（森林組合）に提出しなければ
なりません。
※ 県の補助金は林齢、間伐率などにより額
が変わります。

　お問い合わせは、役場農林課
　　　　　　　　　（1852・5233）まで

捨切間伐（保育間伐）

　対象林齢　16年生～35年生
　　　　　　（間伐率20㌫以上）
　事業内容　適宜玉切・枝払いなど
　県補助金　約137,000円（1㌶あたり）
　町補助金　　  20,000円（1㌶あたり）

搬出間伐（特定間伐）

　対象林齢　26年生～45年生
　　　　　　（間伐率20㌫以上）
　事業内容　 間伐木のおおむね80㌫以上を

林道まで搬出、集積
　県補助金　約210,000円（1㌶あたり）
　町補助金　約220,000円（1㌶あたり）

　

「
馬
場
目
川
上
流
部
に
ブ
ナ
を
植
え
る
会
」
で

は
、
十
一
月
三
日
、
「
第
十
一
回
秋
田
・
ブ
ナ

を
植
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
で
は
、
郡
内
最
大
の
水
源
地
と
な
っ
て
い

る
馬
場
目
岳
の
山
ろ
く
に
、
毎
年
千
本
ず
つ
植

林
を
行
い
、
昨
年
ま
で
の
十
年
間
で
一
万
本
の

ブ
ナ
を
植
え
た
ほ
か
、
毎
年
下
刈
り
な
ど
の
保

育
作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
番
最
初
に
植
え
た
八
十
㌢
の
ブ
ナ
の
苗
木

は
、
現
在
約
五
㍍
を
超
え
る
若
木
に
成
長
し
、

こ
の
夏
、
植
林
し
た
森
で
は
初
め
て
野
鳥
の
巣

が
観
察
さ
れ
た
ほ
か
、
ウ
グ
イ
ス
が
さ
え
ず

り
、
セ
ミ
の
声
が
に
ぎ
わ
い
、
カ
モ
シ
カ
も
訪

れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
十
一
回
目
と
な
る
ブ
ナ
植
林
。
馬
場
目

川
源
流
部
と
み
ん
な
の
心
に
「
ブ
ナ
の
森
」
を
よ

み
が
え
ら
せ
る
た
め
に
、
今
年
も
植
林
を
行
い
ま

す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日　
　

時

　

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

　

午
前
９
時
30
分　

五
城
目
町
役
場
出
発

▼ 

植　

栽　

地

　

 

馬
場
目
沢
国
有
林
ア
シ
ノ
ク
ラ
沢

▼ 

植
栽
時
間

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼ 

昼
食
交
流
会

　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

※
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
予
定
！

▼ 

お
持
ち
に
な
る
も
の

　

 

昼
食
、
唐
ぐ
わ
（
唐
ぐ
わ
は
事
務
局
で
も
準

備
し
ま
す
）

　

※ 

参
加
申
し
込
み
は
、
田
中
洋
一
さ
ん
（
乙

市
・
1
８
５
４
・
２
０
２
６
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

2003年

11月３日
　　（文化の日）

　11月１日(土)から３日(月)までの３日間、第27回町産業
文化祭が広域五城目体育館、町民センターを会場に開催され
ます。産業や文化活動の成果が展示公開されますので、町発
展の息吹をぜひ肌で感じとってください。
　広域体育館では、物産展示即売や生活工夫展、文芸展、芸
術展、児童・生徒作品展などの協賛展示などを行います。

●
出
品
作
品
を
募
集

　

産
業
文
化
祭
で
は
、
農
林
産
品
や
商
工
業
品
な
ど

の
展
示
品
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼ 

農　
林　
産　
品

　

 

①
水
稲
②
畑
作
物
、
た
ば
こ
③
果
実
④
野
菜
、
花

き
⑤
農
林
園
芸
加
工
品
等
⑥
林
産
物
⑦
珍
品
（
特

に
大
き
い
も
の
や
、
め
ず
ら
し
い
も
の
）

▼ 

商　
工　
業　
品

　

①
木
材
②
木
工
品
③
工
芸
品
④
食
品
⑤
工
業
品

▼ 

生
活
工
夫
展

・ 

衣
類
更
生
品
、
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
も

の
※ 

出
品
物
の
受
け
付
け
は
、
十
月
三
十
一
日

（
金
）
、
体
育
館
内
で
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

行
い
ま
す
。

● 
褒
賞
授
与
は
、
ふ
る
さ
と
大
賞
表
彰
式
・
町
功
労

者
表
彰
式
典
と
合
同
開
催

　

産
業
文
化
祭
で
は
各
部
門
ご
と
に
出
品
物
の
審
査

を
行
い
、
優
れ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
主
催
者
賞
な

ど
を
授
与
す
る
褒
賞
授
与
式
を
行
い
ま
す
。
式
は
、

十
一
月
三
日
（
月
）
午
前
十
時
か
ら
、
広
域
五
城
目

体
育
館
で
、
ふ
る
さ
と
大
賞
表
彰
式
・
町
功
労
者
表

彰
式
典
と
合
同
で
開
催
し
ま
す
。　

秋の食味を楽しもう！

挑戦コーナーで楽しもう！

まだまだあるよ！産業文化祭

褒賞授与式はふるさと大賞・町功労者表彰式典と合同開催

第27回産業文化祭
お問い合わせは、産業文化祭事務局（役場農林課1852・5215）へ

森林資料館　五城目城

開　催　中　11月30日（日）まで
グレートキルト展

加藤ヒデ子
川村　　令
鈴木　茂子
畑沢　三子

パッチワーク
グループ展

＝イベントの日程＝
ステージ発表　10：00～
福祉交流料理会　12：00～
後　　夜　　祭　15：30～
花　　　　　火　17：30～

五　高　祭
とき　10月11日(土)

教室には家庭科や書道部・美術部の
作品などが展示されるほか、中庭や
昇降口では生徒がいろんなお店を開
きます。

五城目高校文化祭五城目高校文化祭

第１部　クラシック
　　　　　序曲「春の猟犬」など
第２部　アンサンブル　
第３部　ポップス
　　　　「マンボ　No.８」
　　　　「星さゆりオンステージ」

スペシャルゲスト　N.Oブラス

★場　所…秋田県民会館
★日　時…10月13日(体育の日)
★開　場…13：00

入場
無料

演
奏
内
容

五城目一中吹奏楽部定期演奏会

● 五城目名物だまこもち、そ
ば、おやき、手づくり漬け
物、みそたんぽ、農産物、
苗木即売

11月２日～３日

●とろろめし食味会 11月２日
11：00～13：00

●利き酒コンクール 11月２日
11：00～13：00

● なめこつかみどり 11月２日
14：00～15：00

● 資源循環型農業
　講演会・事例発表

11月１日
13：30～16：00

● 文芸展・芸術展 11月１日～３日
19：00～16：00

●お茶のつどい・野点会 11月２日～３日
19：00～16：00

●苗木プレゼント 11月２日
10：00～11：00

●Goっくんカード抽選会 11月２日
13：00～14：00

●第20回町芸文協芸能発表会
　第２体育室

11月３日
14：00～16：00

緊急間伐５か年対策事業
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■健　　診■
21日　乳児健診
対象　 平成14年12月、平成15年

３月、６月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　ケアセンター五城目

24日　乳幼児健康相談
対象　 平成14年９月、平成15年４

月生まれ
受付　10時～10時30分
場所　ケアセンター五城目

30日　２歳児歯科健診
対象　平成13年３月～５月14日生
　　  まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　ケアセンター五城目

■そ　の　他■
２日・14日　機能回復訓練
時間　13時～15時
場所　ケアセンター五城目

６日・20日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時
場所　ケアセンター五城目

ケアセンター五城目 
お知らせカレンダー 
ケアセンター五城目 
お知らせカレンダー 　血液は医療に欠かせません。輸血

用血液は、まだ人工的につくること
ができません。また、県内の輸血用
血液はいつも不足している状態で
す。一人ひとりの血液が尊い命を支
えます。
s 日　時　10月24日(金)
u 場　所・五城目警察署
　　　　　９時30分から10時30分
　　　　・JAあきた湖東
　　　　　10時40分から11時40分
　　　　・五城目町役場
　　　　　13時00分から14時30分
　　　　・エート電機
　　　　14時50分から16時00分

s 日　時　11月 １日(土)
u 場　所・ジャスコ五城目店
　　　　　９時30分から16時00分

　お子さんをたくさんのお友だちの
中で遊ばせたい方、お母さん同士の
ふれあいの場が欲しい方は、どうぞ
お気軽に五城目幼稚園においでくだ
さい。
s開催日　10月15日、23日　
　　　　　11月 ５日、19日
 　　　　  12月 ３日、19日　　
　　　　　平成16年１月21日
　　　　　12月18日、25日
s時　間　 午前10時から11時30分
s対　象　 町内の保育園に現在入園

されているお子さんと保
護者、幼稚園入園前のお
子さんと保護者

※ 上履きを持って動きやすい服装で
来てください　
※ お問い合わせは、五城目幼稚園
（1852・3421）まで

　男鹿市南秋田郡医師会では、地域
の医療・保健・福祉の充実を図るた
めに、毎年「地域の医療と福祉を考
える集い」を開催しています。
　今年は「在宅ケア」をテーマに、
パネルディスカッションと講演会を
開催します。入場は無料です。ぜひ
ご参加ください。
s日　時　 10月18日(土)
　　　　　　　　　午後２時から
s会　場　 若美町コミュニティセン
　　　　　ター（若美町役場となり）
s講　演　 押川真喜子さん（聖路加

国際病院　訪問看護科
ナースマネージャー）

※ お問い合わせは、男鹿市南秋田郡
医師会事務局（1878・6028）
まで

　育児に不安を感じる方を地域で支
援できるよう、支援者を育成する
「母子健康づくり支援者育成研修
会」が開催されます。
　研修では、行政関係者や大学教
授、救急救命士や保育士、歯科医師
などが講師となり、お母さんや子ど
もをどのように支援したらよいかを
説明してくれます。
　将来支援者として活動してみたい
と考えている方や、支援内容につい
て学んでみたいと思う方はぜひ参加
してください。
s日　時　 11月17日(月)・18日

(火)の２日間（午前10
時から午後４時まで）

s会　場　秋田県庁第２庁舎
s研修内容
　 支援制度、子どもの救急救命法、
乳幼児の生活習慣、歯について、
など

s 申し込み
　 参加したい方は、秋田地域振興局
健康・予防課（1855・5170）
にお申し込みください。

五城目幼稚園の「ちびっこ広

場」で遊びませんか

「地域の医療と福祉を考える集

い」を開催します

母子健康づくり支援者育成研修会

が開催されます

幼
稚
園
・
保
育
園
一
体
型
施
設
に

愛
称
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

▼
応　
募　
方　
法　

 

官
製
ハ
ガ
キ
ま
た
は
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
・

役
場
福
祉
保
健
課
に
備
え
付
け
て
い
る
用
紙
に
、

（
1
愛
称　

2
住
所　

3
氏
名　

4
年
齢　

5
電
話

番
号
）
を
記
入
し
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応　

募　

先　

〒
０
１
８
ー
１
７
９
２

　
　
　
　
　
　
　

五
城
目
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　

（ 

役
場
独
自
の
郵
便
番
号
で
す
の
で
住
所
を
記
入
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
締　
め　
切　
り　

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
愛
称
の
発
表　

 

平
成
十
六
年
一
月

に
広
報
ご
じ
ょ
う

め
な
ど
で
発
表
し

ま
す
。
採
用
さ
れ

た
愛
称
の
応
募
者

は
竣
工
式
に
て
表

彰
を
行
い
ま
す
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
（
1
８
５
２
・
５

３
７
２
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

五
城
目
小
学
校
前
の
通
り
沿
い
に
、

来
年
一
月
の
竣
工
を
目
指
し
て
建
設
し

て
い
る
幼
稚
園
と
保
育
園
が
一
緒
に

な
っ
た
園
舎
「
幼
稚
園
・
保
育
園
一
体

型
施
設
」
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

●消防署 

卍 
国道285号線 

● 文 
五城目 
小学校 

建
設
地 

歩道橋 

　インフルエンザ予防接種は、高
齢者の発病防止や病気の重症化防
止にとても有効です。希望する方
は今年中に接種することをおすす
めします。
　インフルエンザの予防接種は、
県内の登録医療機関（病院など）
であればどこでも受けられます。
s対　　象
・ 65歳以上の方
・  60歳以上65歳未満の方で、心臓
や腎臓、呼吸器の機能障害また
は、ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能障害が認められる
方（身体障害者手帳１級相当の
程度が認められる方）

s接種期間
　平成16年１月31日(土)まで
s接種料金
　 町で1,500円を負担しますので、
接種費用の残りの金額を個人で

　支払います。
※生活保護受給者は無料です。
s持参するもの
　 健康保険証、老人健康手帳、生
活保護世帯証明書、身体障害者
証明書

s申し込み
　 予約が必要ですので、直接医療
機関にお申し込みください。
■ 接種の時に医師との相談が必要な方
　次のいずれかに該当する方は、あ
らかじめ主治医とご相談下さい。
1 心臓病・腎臓病・肝臓病などで
治療を受けている方
2 以前にインフルエンザの予防接
種で２日以内にアレルギーを思
わす異常があった方
3 けいれんを起こしたことがある方
4 免疫異常を指摘されたことがあ
る方
5 インフルエンザ予防接種液の成

分・鶏卵・鶏肉などに対してア
レルギーがある方
■接種を受けられない方
1 37.5度以上の熱がある方
2 重い急性疾患にかかっている方
3 インフルエンザワクチンでアナ
フィラキシーショックを起こし
たことがある方
4 そのほか医師が不適当と判断し
た場合
※「アナフィラキシーショック」と
　 は、通常、接種後30分以内に起
こるひどいアレルギー反応のこと
■注意事項
・ 予防接種後30分は医療機関で様
子を見る
・  インフルエンザワクチン接種後
24時間は副反応の出現に注意し
観察する
・  予防接種当日の入浴はさしつか
えないが、過激な運動や飲酒は
避ける

インフルエンザの 
予防接種を 
受けましょう 

インフルエンザの 
予防接種を 
受けましょう 

高齢者のみなさんへ 

インフルエンザの 
予防接種を 
受けましょう 

健康情報健康情報

お問い合わせ：ケアセンター五城目（1８５２・５１８０）

完成予想図

献血を行います



　

伝
統
文
化
を
次
の
世
代
に
継
承

し
、
新
し
い
文
化
を
創
造
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
十
月
四
日
か
ら
十

三
日
の
体
育
の
日
ま
で
の
十
日

間
、
山
形
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第

十
八
回
国
民
文
化
祭　

や
ま
が
た

２
０
０
３
」
（
主
催
：
文
化
庁
・

山
形
県
ほ
か
）
の
川
柳
大
会
で
、

五
城
目
小
五
年
の
門
間
大
樹
君
が

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
川

柳
大
会
で
は
、
今
年
四
月
か
ら
三

か
月
間
、
小
中
学
生
の
部
で
は

「
ダ
ム
」
「
ゲ
ー
ム
」
「
米
」
の

三
つ
の
題
を
示
し
、
全
国
や
海
外

に
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
。

　

門
間
君
は
四
年
生
の
と
き
か
ら

五
城
目
小
の
川
柳
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
、
週
一
回
、
地
域
の
先
生
で
あ

る
す
ず
む
し
吟
社
の
佐
藤
憲
夫
さ

ん
（
御
蔵
町
）
か
ら
指
導
を
受
け

て
い
ま
す
。
門
間
君
は
「
三
年
生

の
と
き
に
詠
ん
だ
句
が
褒
め
ら
れ

て
、
う
れ
し
く
な
っ
た
の
で
川
柳

ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た
。
今
回
の

句
は
ク
ラ
ブ
で
つ
く
っ
た
作
品

で
、
受
賞
を
聞
い
た
と
き
は
信
じ

ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
と
っ
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
受
賞

の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
佐
藤
さ

ん
は
、
「
ク
ラ
ブ
の
子
は
み
ん
な

真
面
目
で
一
生
懸
命
。
門
間
君
以

外
の
子
ど
も
た
ち
も
と
っ
て
も
上

手
で
、
い
ろ
い
ろ
な
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
門
間
君
は

普
段
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
出
て
き

た
素
直
な
気
持
ち
を
表
現
す
る
こ

と
が
上
手
。
こ
れ
が
受
賞
に
結
び

つ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
は
お
父
さ
ん
に
毎
日
お

題
を
一
つ
だ
し
て
も
ら
い
、
川
柳

を
詠
む
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
と

い
う
門
間
君
は
、
十
月
十
三
日
に

山
形
県
上
山
市
で
行
わ
れ
る
同
文

芸
祭
の
表
彰
式
に
参
加
す
る
予
定

で
す
。
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九
月
三
日
、
広
域
五
城
目
体
育

館
で
敬
老
式
を
開
催
し
、
町
に
住

む
七
十
歳
以
上
の
方
の
長
寿
を
祝

い
ま
し
た
。
現
在
、
町
の
七
十
歳

以
上
の
方
は
昨
年
よ
り
八
十
五
人

増
え
、
二
千
八
百
五
十
七
人
で
、

敬
老
式
に
は
約
七
百
人
の
方
が
元

気
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
佐
藤
町
長
が
「
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
、
家
庭
を
守
り
、

町
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
み
な
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
々
心
新
た

に
、
明
る
く
、
力
強
く
前
進
し
続

け
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

そ
の
後
、
七
十
歳
（
古
稀
・
こ
き
）、

七
十
七
歳
（
喜
寿
・
き
じ
ゅ
）、
八
十

歳
（
傘
寿
・
さ
ん
じ
ゅ
）、
八
十
八
歳

（
米
寿
・
べ
い
じ
ゅ
）、
九
十
歳
（
卒

寿
・
そ
つ
じ
ゅ
）
を
迎
え
ら
れ
た

方
々
に
寿
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
男
性
最
高
齢
者

の
谷
地
富
蔵
さ
ん
（
九
十
六
歳
・

上
田
町
）
と
女
性
最
高
齢
者
で
町

内
最
高
齢
者
と
な
る
伊
藤
ト
ミ
ヱ

さ
ん
（
九
十
八
歳
・
八
田
）
に
も

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
長
寿
を
祝

い
合
い
ま
し
た
。

　

閉
式
後
に
は
、
五
城
目
保
育
園

児
が
こ
の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命

練
習
し
て
き
た
踊
り
を
披
露
し
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
踊
る
場
面
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
マ
の

油
売
り
や
、
南
京
た
ま
す
だ
れ
な

ど
の
大
道
芸
も
披
露
さ
れ
、
参
加

し
た
み
な
さ
ん
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

※ 

九
月
二
十
四
日
、
最
高
齢
者
の

伊
藤
ト
ミ
ヱ
さ
ん
が
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。

　

五
城
目
第
一
中
学
校
の
職
員
室

と
教
室
を
結
ぶ
ベ
ラ
ン
ダ
通
路
に

平
成
二
年
こ
ろ
か
ら
設
置
し
て
い

た
ベ
ン
チ
が
古
く
な
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
五
一
中
同
窓
会
が
新
し

い
木
製
ベ
ン
チ
四
つ
を
五
一
中
に

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
ベ
ン
チ
に
座
る
生
徒
た

ち
は
「
高
さ
も
ち
ょ
う
ど
い
い

し
、
座
り
心
地
が
と
っ
て
も
い
い

で
す
」
と
ベ
ン
チ
が
と
っ
て
も
お

気
に
入
り
の
様
子
。
中
学
校
で
は

「
生
徒
が
ゆ
っ
く
り
で
き
る
場
所

が
で
き
ま
し
た
。
同
窓
会
の
み
な

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

座
り
心
地
が
と
っ
て
も
い
い
で
す

五
一
中
同
窓
会
が

木
製
ベ
ン
チ
を
寄
贈

「
ダ
ム
み
た
い　

か
ん
に
ん
ぶ
く
ろ　

あ
ふ
れ
だ
す
」

五
城
目
小
・
門も

ん
ま間
大ひ

ろ
き樹
君
が

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞

　

今
年
で
四
十
回
目
の
開
催
と
な

る
町
教
育
振
興
大
会
で
は
、
米
長

邦
雄
永
世
棋
聖
を
お
迎
え
し
「
人

生
山
あ
り　

谷
あ
り　

笑
い
あ

り
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

米
長
さ
ん
は
将
棋
の
プ
ロ
棋
士

と
し
て
有
名
で
す
が
、
東
京
都
教

育
委
員
と
し
て
教
育
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
「
親
子

ふ
れ
あ
い
将
棋
教
室
」
（
主
催
・

東
京
都
教
育
委
員
会
）
な
ど
を
開

催
し
、
将
棋
を
活
か
し
た
心
の
教

育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

米
長
さ
ん
が
語
る
「
将
棋
道
の

精
神
を
取
り
入
れ
た
教
育
観
」
を

学
び
、
今
一
度
「
教
育
」
と
は
何

か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日　

時　

十
月
二
十
四
日(

金)

　
　
　
　
　

十
三
時
十
分
〜

▼
会　

場　

広
域
五
城
目
体
育
館

　
　
　
　
　

第
２
体
育
室

※ 

ど
な
た
で
も
ご
入
場
い
た
だ
け

ま
す
（
入
場
無
料
）

第
40
回
五
城
目
町
教
育
振
興
大
会

米
長
邦
雄
永
世
棋
聖
の

講
演
会
を
開
催

問い合わせ先 

五城目朝市500年記念マラソン大会事務局 
秋田県南秋田郡五城目町上樋口字堂社75 
五城目町中央公民館内　　　 
TEL 018-852-4415　FAX 018-852-4413

〒018-1723

２ ／ 東北地区へき地教育研究大会秋
田大会レセプション（秋田市）

５ ／ 五城目上小阿仁間駅伝競走大会
　　（上小阿仁村～五城目町）
６ ／町老人福祉大会（町民センター）
11／ 湖東総合病院創立70周年祝賀会

（ガーデン松竹）
14／地域安全運動キャラバン
　　（役場玄関）
14／ 第3回五城目町・八郎潟町・井

川町任意合併協議会（井川町 ）
16／ 道路整備促進期成同盟会全国協

議会理事会（東京都）
20／県町村会建設商工委員会
　　（秋田市）
24／ 南秋河辺郡老人クラブ連合会理

事等研修会（五城館）
24／町教育振興大会（広域体育館）
26／ 第10回五城目朝市500年記念マ

ラソン大会（雀館運動公園）
28／ 天王みどり学園竣工記念式典
    　（天王町）
30／都市計画全国大会（さいたま市）

町長の主な予定（10月）

　

十
月
二
十
五
日
（
土
）
午
前
八

時
か
ら
正
午
ま
で
、
朝
市
通
り
に

て
「
秋
の
朝
市
き
の
こ
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

午
前
九
時
か
ら
は
、
こ
ど
も
天

翔
太
鼓
、
五
城
目
名
物
だ
ま
こ

鍋
、
な
め
こ
汁
、
桶
そ
ば
を
楽
し

め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
野
菜
の
特
価
販
売

を
朝
市
通
り
二
か
所
で
開
催
し
ま

す
。
値
段
は
当
日
の
お
楽
し
み
。

　

こ
の
ほ
か
、
当
日
に
朝
市
や
商

店
会
で
千
円
以
上
の
お
買
い
物
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
一
回
分
の

抽
選
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
朝
市
抽

選
会
を
開
催
し
ま
す
。

な
め
こ
や
ま
い
た
け
な
ど

旬
の
き
の
こ
が
盛
り
だ
く
さ
ん

秋
の
朝
市
き
の
こ
ま
つ
り
開
催

1943年　山梨県に生まれる
1963年　 将棋のプロ棋士となる
1985年　永世棋聖となる
1993年　 第51期名人となる
2003年　 史上４人目の1,100勝を
2003年　達成
日本将棋連盟専務理事、日本財団評議
員議長、東京都教育委員会委員などを
務める。2003年３月には個人のホー
ムページを立ち上げ、将棋や教育につ
いてのお話を週１回更新している。

米長邦雄さんのプロフィール

米長邦雄さんのホームページ　http://www.yonenaga.net

　

九
月
十
八
日
、
ジ
ャ
ス
コ
五
城

目
店
の
み
な
さ
ん
や
テ
ナ
ン
ト
の

み
な
さ
ん
約
七
十
人
が
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
森
山
荘
の
窓
ふ
き
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
窓
ふ
き
は
昨
年

か
ら
行
わ
れ
、
今
年
で
二
回
と
な

り
ま
す
。

　

午
後
出
勤
や
今
日
が
休
日
だ
と

い
う
ジ
ャ
ス
コ
の
み
な
さ
ん
は
、

タ
オ
ル
と
洗
剤
を
持
ち
、
台
に
上

が
っ
た
り
、
し
ゃ
が
み
込
ん
だ
り

し
て
窓
ガ
ラ
ス
や
サ
ッ
シ
の
汚
れ

を
丹
念
に
ふ
き
と
っ
て
い
ま
し

た
。

　

森
山
荘
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

は
「
部
屋
の
中
は
い
つ
も
自
分
で

き
れ
い
に
し
て
い
る
け
れ
ど
、
窓

や
サ
ッ
シ
は
手
が
届
か
な
い
し
、

高
い
と
こ
ろ
は
危
な
い
の
で
な
か

な
か
掃
除
が
で
き
な
い
ん
だ
よ
。

手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
を
掃
除
し

て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
な
あ
」

「
ち
ょ
う
ど
庭
に
花
が
た
く
さ
ん

咲
い
て
い
る
と
き
に
き
れ
い
に
磨

い
て
も
ら
え
て
、
こ
れ
で
花
々
が

部
屋
か
ら
き
れ
い
に
見
え
る
よ
。

あ
り
が
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
ジ
ャ
ス
コ
の
み
な
さ
ん
、
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

森
山
荘
の
窓
が
ピ
ッ
カ
ピ
カ

ジ
ャ
ス
コ
五
城
目
店
の

み
な
さ
ん
が

窓
ふ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

町
の
最
高
齢
者
は
九
十
八
歳

み
ん
な
元
気
に
敬
老
式
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思
い
お
こ
せ
ば
、
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
づ
め

の
自
由
席
で
出
稼
ぎ
帰
り
の
お
ど
さ
ん
た

ち
の
間
に
座
り
、
秋
田
弁
に
〝
ほ
っ
と
〞

な
が
ら
の
初
め
て
の
帰
省
。
吹
雪
の
中
を

必
死
で
車
走
ら
せ
向
か
っ
た
ふ
る
さ
と
。

突
然
の
母
の
訃
報
に
、
ま
だ
幼
い
子
供
た

ち
の
手
を
引
き
夜
行
列
車
に
飛
び
乗
り
、

た
ま
ら
な
く
長
く
遠
く
感
じ
た
ふ
る
さ

と
。
そ
の
時
々
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
で

ふ
る
さ
と
に
向
か
う
私
た
ち
を
、
い
つ
も

変
わ
ら
ず
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
る
ふ
る
さ

と
。
今
さ
ら
に
し
て
、
な
ん
と
大
き
な
存

在
な
ん
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
私
の
住
ん
で
い
る
所
は
宅
地
化
が
進

み
自
然
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
小
さ

な
田
ん
ぼ
が
ま
だ
見
ら
れ
る
。
黄
色
く

実
っ
て
き
た
稲
穂
の
上
に
は
ト
ン
ボ
が
飛

ん
で
お
り
、
そ
の
様
子
に
足
を
止
め
、
ふ

る
さ
と
を
思
い
出
す
。

　

子
供
の
こ
ろ
、
険
し
い
山
道
を
歩
き
、

丸
太
の
橋
を
渡
り
、
母
の
後
に
必
死
で

く
っ
つ
い
て
行
き
、
た
ど
り
着
い
た
所
は

小
豆
畑
。
そ
こ
か
ら
見
た
山
々
の
青
さ
の

な
ん
と
美
し
い
こ
と
。
小
さ
な
三
角
田
ん

ぼ
を
「
こ
ご
ん
み
ゃ
ち
ゃ
け
ら
」
と
兄
に

言
わ
れ
、
喜
ん
で
田
植
え
や
草
取
り
、
稲

刈
り
を
し
た
。
原
っ
ぱ
に
寝
転
ん
で
見
上

げ
る
と
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
た
杉
の
木
の
先

に
真
っ
青
な
空
が
広
が
り
、
私
の
心
を
見

透
か
し
た
様
に
大
丈
夫
と
励
ま
し
て
く
れ

た
。
五
城
目
で
の
豊
か
で
貴
重
な
経
験

が
、
私
の
自
慢
の
一
つ
だ
。

　

今
年
は
三
十
年
ぶ
り
に
高
校
の
同
級
会

に
出
席
し
た
が
、
昨
年
は
六
年
間
ず
っ
と

同
じ
ク
ラ
ス
で
兄
弟
の
よ
う
に
過
ご
し
た

内
川
小
学
校
の
同
級
会
が
あ
っ
た
。
先
生

を
囲
ん
で
の
懐
か
し
い
ひ
と
と
き
。
私
た

ち
は
そ
れ
な
り
に
年
を
重
ね
て
い
る
の
に

先
生
は
相
変
わ
ら
ず
若
々
し
く
、
す
ぐ
に

そ
の
当
時
に
戻
り
話
に
花
が
咲
い
た
。
小

学
校
の
跡
地
は
温
泉
と
な
り
帰
省
の
度
に

湯
っ
こ
さ
入
っ
て
く
る
。
最
高
だ
！

「
い
つ
も
同
じ
様
に
見
え
る
け
れ
ど
、
離

れ
て
住
ん
で
る
人
に
は
新
鮮
で
思
い
出
が

つ
ま
っ
た
場
所
な
ん
だ
ね
」
と
病
気
と
闘

い
な
が
ら
も
前
向
き
に
生
き
て
い
る
親
友

は
、い
つ
も
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
。自
然

の
大
き
さ
と
人
の
暖
か
さ
に
癒
さ
れ
る
場

所
、そ
れ
が
私
の
大
好
き
な
ふ
る
さ
と
だ
。左が小野さん、右は酒井さん

130

大
好
き
な
私
の
ふ
る
さ
と

小
野　

光
子
（
二
十
三
期
）

遭難事故に気をつけましょう
迷ったら　その場を動かず　救助待て

　毎年この時期は、きのこ採りによる遭難事故が発生しています。
　最近はレジャーとして気軽にきのこ採りに出かけ、山奥まで入る方が多くなり、
昨年県内では、14件の遭難が発生し、３人が死亡、１人が軽傷を負っています。
　きのこ採りに出かけるときは次のことを守り、遭難に注意しましょう。

◆単独入山・単独行動はしない

◆予定は必ず家族に知らせる

◆万一を考えた装備をする
　予備の食料や雨具、ライター、着替
えなどを持ち、目立つ色の服装で入山
しましょう

◆冬眠前のクマに注意
    　はち合わせを避けるためにラジオや
笛、鈴などで音を出しながら行動しま
しょう

◆遭難してしまったら
　むやみに歩き回らず体力の温存に努
めましょう。そして、救助を待ち、救
助隊に自分の位置を知らせる方法をと
りましょう。　

火を燃やし、煙をあげる。
ヘリコプターの音が聞こえたら空がよ
く見える場所に移動する。目立つ色の
物を振って合図する。

　運動期間中は、地域のみなさんが
安全で安心した生活ができるよう、
警察、防犯協会などがいろいろな地
域安全活動を展開します。防犯意識
を高めて、事件や事故のない生活を
送るために次のことに注意をしま
しょう。

カギはしっかり閉めましょう
　最近住宅への侵入犯罪や車上ねら
い自転車の盗難などが増えていま
す。車上ねらい被害は約７割がカギ
をかけていないときに発生していま
す。
　外出するときや車、自転車から離
れるときは、しっかりとカギをか
け、自分の財産を守りましょう。
五城目警察署　　1852－4100

10月11日(土)から20日(月)は
全国地域安全運動

　

【　
川　

 

柳　
】

結
び
目
を
頼
り
に
生
き
た
丸
い
背
な

一
番
町　
　

加
藤　

星
花

根
回
し
の
計
算
外
れ
て
ば
か
り
い
る

昭
辰
町　
　

佐
々
木
良
可

余
命
表
抱
い
て
二
人
き
り
の
旅

舘　

町　
　

細
田　

陽
炎

訃
報
一
つ
母
と
慕
い
し
女
が
逝
く希

望
ヶ
丘　

佐
々
木
敏
子

　

【　
俳 　

句　
】

亡
母
の
地
の
方
言
に
会
ふ
茸
市

湯
ノ
又　
　

沢
田
石
和
子

里
の
水
飲
ん
で
育
ち
し
稲
は
穂
に帝

釈
寺　
　

草
皆　

茂
樹

ぬ
か
る
田
に
足
を
と
ら
れ
て
稗
抜
き
女

八　

田　
　

伊
藤　

豊
子

　

【　
短 　

歌　
】

た
そ
が
れ
に
思
い
深
ま
り
目
裏
に

野
い
ち
ご
摘
み
し
幼
顕
ち
つ
も

田　

町　
　

藤
原　

フ
ミ

夕
暮
る
る
森
山
の
灯
に
見
と
れ
い
ぬ

亡
き
は
ら
か
ら
よ
今
日
二
十
日
盆

　

築
地
町　

八
木
下
み
き
ゑ

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
十
六
名
の
声
弾
む

盆
里
帰
り
の
わ
が
家
の
庭
に

長　

町　
　

鍋
谷
フ
ク
枝

ゆ
く
冷
夏
惜
別
込
め
て
鳴
く
セ
ミ
の

声
と
ぎ
れ
て
は
し
み
じ
み
と
聞
く米

沢
町　
　

福
嶋　

ミ
ツ

ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
校
の
部
（
８
月
30
日
）

・
銅　

賞　

五
城
目
小
学
校

第
20
回
国
民
健
康
保
険
杯

全
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
８
月
31
日
）

・
優　

勝　

森
山
チ
ー
ム

・
準
優
勝　

球
進
会
チ
ー
ム

・
第
３
位　

岩
野
チ
ー
ム

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
大
会
（
９
月
６
日
）

▽
男
子
弓
道
個
人　
　

・
優　

勝　

伊
藤　

正
紀

▽
女
子
弓
道
個
人　
　

・
優　

勝　

斎
藤　

シ
ン

第
33
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
９
月
７
日
）

▽
弓
道
団
体

　

・
第
３
位　

五
城
目
町

　
　
　
　
　
　

（
永
澤
明
久
・
山
田
順
夫
・
菅
原
善
行
）

▽
男
子
弓
道
個
人

　

・
第
５
位　

菅
原　

善
行

▽
女
子
弓
道
個
人

　

・
第
２
位　

金
野
ま
ゆ
み

第
49
回
県
勤
労
者
弓
道
大
会

（
９
月
14
日
）

・
優　

勝

　

五
城
目
消
防
署
チ
ー
ム

　
　

（ 

渡
辺
博
直
・
山
田
順

夫
・
金
野
鐵
男
・
菅

原
善
行
・
近
藤
貞
治
）

・
準
優
勝

　

北
都
銀
行
Ａ
チ
ー
ム

　
　

（ 

三
浦
陽
一
・
佐
々
木

泉
・
神
原
茂
夫
・
神

坂
満
・
石
田
隆
一
）

　10月は「土地月間」、10月１
日は「土地の日」です。一定面積
以上の土地取引の契約をした場
合、国土利用計画法により、土地
の権利取得者（買い主）が知事に
届け出をする必要があります。

s届け出が必要な取引
　 売買、交換、売買予約、譲渡担
保、代物弁済など

s届け出が必要な土地の面積要件
・都市計画区域内
　　　ﾐ ………5,000平方㍍以上
・ 都市計画区域外の区域
　　　……… 10,000平方㍍以上
※ 都市計画区域内で10,000平方
㍍以上の場合は、契約前に「公
有地の拡大の推進に関する法
律」により売り主からの届け出
が必要です。

s届け出内容
　土地の所在、利用目的など
 s期　　　限
　契約締結日から２週間以内　
s 罰　　　則
　 期限内に届け出をしなかった
り、偽りの届け出をしたりする
と、懲役又は罰則に処せられる
ことがあります。

一定面積以上の
土地取引には
届け出が必要です

最
高
齢
出
場
の
嶋
崎
庄
治
さ
ん
95
歳
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「きゃどっこの秋み～つけた」
フラワーアレンジメントクラブの
展示会と体験講習会を開催します

　設立して11年目となるフラワー
アレンジメントクラブでは、作品
の展示会とフラワーアレンジメン
トの体験講習会を開催します。
展　示　会
u日　時　10月24日(金)～
　　　　　　　　　10月26日(日)
　　　　　10時00分～18時00分
u会　場　 五城館２階ギャラリー
講　習　会
u日　時　10月26日(日)
　　　　　11時00分～13時30分
u受講料　700円（花材代）
※ 同クラブでは、
毎月第４木曜
日18時30分か
ら五城館でレッ
スンを開催して
います。お気軽
にご参加くださ
い。

病院祭開催します

　湖東総合病院では「未来を担う
子どもたちへ」をテーマに病院祭
を開催します。
u日　時　10月11日(土)10時から
u 会　場　湖東総合病院
u 内　容　 ＪＡによる特産物の特

売・記念講演（小児科
科長武田修氏）・五一
中吹奏楽部の演奏会・
やきとり、やきそばな
どの出店　

社会福祉協議会へ寄せられた善意

u香典返しに代えて
・８月18日　３万円　伊藤鉄巳さん
　町　村　　（亡き父作治さん）
・８月22日　３万円　久保市栄さん
　西磯ノ目　（亡き母ミヨさん）
・８月25日　３万円　小玉コユミさん
　新畑町　　（亡き夫甚一さん）
・９月 ２日　３万円　渡辺鉄男さん
　今　町　　（亡き妻絹子さん）
・９月16日　３万円　猿田京一さん
　浅見内　　（亡き母ミチヱさん）
u寄　付
・ ８月16日　３万9,000円　千代田
　 区コミニティー振興公社　理事
長　川崎侑孝さん（きゃどっこ
まつり出店時の売上金）
・ ８月22日　6,810円　田町町内
会会長　伊藤幸敏さん（夏祭り
チャリティーの売上金）
・ ９月９日　２万円　芸音協　佐々
　 木正志さん（チャリティーショ
ウの収益金）

森山荘に寄せられた善意

・８月15日　茶　匿名希望　
・８月18・25・29日　ナス　匿名希望
・８月21日　歌と民謡　
　 つむぎひばりの会５人、民謡・宮田
紀義さん、尺八・金野金五郎さん
・８月25日　理容奉仕　
　小杉田啓一さん（今町）

稲わらなどの燃焼や
ゴミの不法投棄をやめましょう

　
　稲わらスモッグの発生を防止す
るため、県公害防止条例の規定に

より、10月１日から11月10日ま
での期間は、稲わらなどの屋外燃
焼行為を禁止しています。また、
最近道路などへのごみの不法投棄
が目立っていますが、空き缶だけ
でなく袋に詰めたゴミのポイ捨て
が目立ちます。ゴミの不法投棄は
法律で厳しく罰せられます。絶対
にやめましょう。　

町開発公社からのお知らせ
10月20日(月)・21日(火)
五城館など５施設を休業します

　
　10月20日(月)・21日(火)は、町
開発公社社員の業務研修のため、
「悠紀の国五城目・五城館・赤倉
山荘・恋地山荘・リバーサイド磯
ノ目」の５施設を休業します。

パソコン教室受講生を募集

　
　好評をいただいているデジタル
カメラ活用教室ですが、10月は
「デジタルカメラ撮影教室」を開
催します。撮影シーンにあわせた
カメラの設定、構図などでお悩み
の方は絶好の機会です。初心者大
歓迎ですので、ぜひお申し込みく
ださい。
● デジタルカメラ撮影教室

（１コース５時間）
平日夜間コース
　・10月15日(水)・16日(木)

　18時10分～20時40分
土日日中コース
　・10月18日(土)

９時30分～15時30分
　・10月25日(土)

９時30分～15時30分
※  各コースとも定員は８人。町民

センター２階の「パソコン教室」
で開催します。10月８日(水)よ
りお申し込みを受け付けます。

減塩料理を教えてください

　
　県国民健康保険団体連合会で
は、国民健康保険を使わない、
健康な生活を送っていただけるよ
う、減塩料理の作り方をみなさん
から募集し、優秀作品を冊子にま
とめて配布する予定です。
　このたび、冊子に載せる作品の
コンクールを開催しますので、腕
に自身のある方、おいしい減塩料
理の作り方をご存知の方はぜひ参
加してください。
s応募方法
　 役場福祉保健課に準備している
献立表に料理の内容や作り方を
記入し、写真を貼り付け応募し
てください。

s締め切り　10月15日(水)

湖東地区の行政書士が
無料で相談を聞いてくれます

　
　行政書士は、法律に基づき役所
に提出する申請書などの作成や提
出手続きの代理、契約書などの作
成などを行う、法律の専門家です。
　湖東地区の行政書士のみなさ
んが加入している県行政書士会湖
東支部では、ジャスコ五城目店で
「無料相談会」を開催します。
　相続や会社の設立、自動車保険
の請求など、普段の生活で困った
ことがある方は、お気軽に相談会
にいらしてください。
u日　時　10月26日(日)
　　　　　10時00分～15時00分

u会　場　 ジャスコ五城目店

第５回広青苑公開講座を開催します

　
　特別養護老人ホーム広青苑で
は、介護する方もされる方も、無
理なく生き生きとした生活ができ
るよう、毎年講師を招いて公開講
座を開催しています。
　５回目の開催となる今年は、初
回にこの講座にお呼びし、みなさ
んから大好評を得た三好春樹さん
を再度招き、講演会を開催しま
す。三好さんはテレビやラジオな
どでも活躍される、在宅介護や生
活リハビリの第一人者で、介護経
験に基づいた、楽しく元気の出る

講演をしてくださいます。興味の
ある方はぜひご来場ください。
s日　時　10月20日(月)
　　　　　13時30分～16時30分
s会　場　 広青苑
s参加費　無　料

ベコニアを育ててみませんか

　
　冬期間、室内でベコニアを育て
てみませんか。馬場目川河川敷花
だん（一番町）のベコニアを10月
20日(月)から差し上げます。
【栽培のポイント】
鉢やプランターに植え替えて、草
丈15㌢位に切ります。明るい室内
であれば来春まで花を楽しめます。

問い合わせ先
伊藤満寿子（1852－4148）

問い合わせ
湖東総合病院（1852－3737）

問い合わせ先
養護老人ホーム森山荘（1852－3263）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（1852－5192）

問い合わせ先
生涯学習課（1852－4411）

問い合わせ先
役場町民生活課（1852－5112）

問い合わせ先： 秋田県国民健康保険団体連合会
保健事業係（1862－6585）

問い合わせ先
町開発公社（1852－5392）

　最近、架空団体名を名乗り、譲渡債権の回収
やアダルトサイト利用料金など身に覚えのない
支払いを請求されたという相談が急増していま
す。悪質業者は電話だけでなく、電子メールや
携帯メール、ハガキ、電報などを利用し請求を
迫ります。
　明らかに身に覚えのない請求を受けたときは、
● 郵便物や電報は受け取り拒否か廃棄をしま
しょう。
● 相手から連絡があっても無視し、強い姿勢を
示し拒否しましょう。
● 困ったらすぐ五城目警察署に届けましょう。

架空請求団体の名前の一部が秋田県警察の
ホームページに掲載されています。アドレス
は http://www.akita-kenkei.net/kenkei/
osirase/anzen1_2.html　です。

あなたがお使いの電
話で、自動登録され
た有料サイトの料
金、未納分の○○○
○○円が未だに確認
できてません。至急
下記連絡先のうえ、
解除手続きを行って
ください。（代）○
○ー○○○○ー○○
○○
○○○○会社 尚、
連絡なき場合、貴殿
の発着信データを元
に強制執行させてい
ただきます。 

身に覚えのない架空請求に気をつけましょう
五城目警察署（1852－4100）

こん
なメ
ール
が

来た
らご
用心！

！こん
なメ
ール
が

来た
らご
用心！

！

問い合わせ先
県行政書士会湖東支部（1852－2805）

問い合わせ先
生涯学習課（1852－4411）

問い合わせ先
特別養護老人ホーム広青苑（1852－5400）

人材を求めている企業約60社が集まり、会場に面談場所を
設けます。求職活動をされている方やベンチャービジネス
などに関心のある方は、履歴書を持って会場においでくだ
さい。
会場：ホテルメトロポリタン秋田（秋田駅となり）
※ 来春中学校や高校を卒業する予定の方は参加できません。
※ お問い合わせは、雇用・能力開発機構秋田センター
（1836・3182）まで
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K40→K0 
影：2pt 
 

移動：.25/-.25

日 月 火 水 木 金 土 

※ このページに載せる楽しい写真
をお待ちしています。「広報ご
じょうめ」担当まで。

燃　
え　
る　
ゴ　
ミ

収　　集　　町　　内

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・築地町・畑町・新畑町・米沢町

雀館・昭辰町・館町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・森山地区
馬川地区・ななくら（仮称）

富津内地区・馬場目地区・大川地区全域・内川地区

収　集　日 曜日

     3日・  6日・10日
   13日・17日・20日
   24日・27日　　　

月
・
木

     4日・  7日・11日
   14日・18日・21日
   25日・28日　　　

     1日・  5日・  8日
   12日・15日・19日
   22日・26日・29日

火
・
金

水
・
土

2003年 11月ゴミ日程表

◆ 

収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

● 

十
一
月
三
日
（
月
）
の
文
化
の
日
と
二
十
四
日

（
月
）
は
収
集
を
行
い
ま
す
。

◆ 

生
ゴ
ミ
用
水
切
り
バ
ケ
ツ
の
使
い
方

● 

生
ゴ
ミ
の
水
切
り
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
水

切
り
し
た
生
ゴ
ミ
は
、
他
の
ゴ
ミ
（
紙
く
ず
な

ど
）
と
一
緒
に
出
し
て
も
結
構
で
す
。

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
生
活

課
（
1
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

平成14年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　石井杏奈さん）

未来へ残そう　きれいな地球と　きれいな自然

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・森山地区
大川（１区～４区以外の地区）・馬川地区

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀館・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・館町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

燃　
え　
な　
い　
ゴ　
ミ

五城目地区･馬川地区

５日・12日・19日・26日（全町）

馬場目地区･内川地区･富津内地区･大川地区･森山地区

8日(土)

22日(土)

資　

源　

ゴ　

ミ

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ゴ
ミ

次の日程で粗大ゴミを収集します。町内会の指定する場所にお持ちください。
なお、処理手数料として、必ず粗大ゴミの青い標せんを一個ごとに付けてくだ
さい。標せんがついていないものは収集しません。ご注意ください。

粗大ゴミを収集します

対　象　地　区　（町 内 名） 収　集　日

馬場目地区・富津内地区 10月 29日（水）

大川地区・内川地区 10月 30日（木）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目・西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）森山地区 10月 31日（金）

仲町・長町・米沢町・雀館・昭辰町・馬川地区・館町・中川原・樋口・岩城町

フトン　　全　町　　10月 18日（土）

11月 11日（土）

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町・御蔵町・小池町
川原町・新町・一番町・古川町・紀久栄町

11月 14日（火）

お　願　い
１. 必ず午前８時までに、町内
会指定の収集場所へ出して
ください。

２. 「冷蔵庫、エアコン、テレ
ビ、洗濯機」の収集は、家
電リサイクルセンター
（80120・537915）
で受け付けます。

３. 「パソコン」はパソコン
メーカーが回収します。
メーカーまたは販売店に回
収を申し込みましょう。

注） 収集しないもの
３. 中身の残っている容器類、
タイヤ、ガスボンベ（取扱
い危険物）、農機具、廃材
などの産業廃棄物は収集し
ません。

10日(月)

11日(火)

12日(水)

13日(木)

14日(金)

24日(月)

25日(火)

26日(水)

27日(木)

28日(金)

9月28日 ２2930 10月1日

５ ６ ７

３ ４

８ ９ 1011

12131415161718

19202122232425

262728293031 11月1日

○ 体育の日

○ 第46回全町
卓球大会（広
域五城目体育
館・８：30～）
○  親育ての会
（町民センタ
　ー・14：00
　～16：00）

○ 五城目保育園
運動会

○ 秋の一斉清掃
（町内全域・
６：00～
７：30）

○ 第10回朝市
500年記念マ
ラ ソ ン 大 会
（雀館運動公
園内・９：00～）

○ 秋の馬場目岳清
掃登山（役場集
合・６：40～）
○ 全国地域安全運
動（20日まで）
○ スポーツ少年団
スポーツ大会
（広域五城目体
育館・９：00～）

○ 第４回任意合
併協議会（井
川町）
○ 全国地域安全
運動キャラバ
ン（役場正面
玄関・９：20
～）

○ 秋の朝市きの
こまつり（朝
市通り
　・９：00～）

○ 特設行政相談所
（五城館・10：00
～15：00）
○  教育振興大会
（広域五城目体
育館・13：10～）
○ 五城目職人物産
展（ジャスコ五
城目店・10：00
～17：00・26
日まで）

○ 内川地区文化
祭（内川小・
総合生きがい
セ ン タ ー ・
10：00～
15：00）

○ 五城目幼稚園秋
まつり（五城目
幼稚園・11：00
～11：30）
○ 馬場目保育園お
にぎり会（馬場
目地区文化交流
センター・９：15
～12：00）

○ 五一中生職場
訪問

○ 第39回五城
目・上小阿仁
間駅伝競走大
会（スタート
上小阿仁・ゴー
ル 五 城 目 ・
10：00～）

○ 五一中文化祭

○  内川保育園
「げんきっこ
広場」（内川
保 育 園 ・
10：00～
11：20）

○  体育の日ス
ポーツ大会

○ 第47回秋田
県森山登山競
技会（五城目
城前・９：00～）


